
 

 

 

 

＜学校教育目標＞ 〇本気で学ぶ生徒 〇友達を尊重し仲良くする生徒 〇自ら心身を鍛える生徒 

  生徒 保護者 職員 地域の誇りとなる学校 

                    獅 子 奮 迅 ～最高の瞬間を～  校長 藤間 隆子 

今年の体育祭は１０月１１日に開催されます。体育祭のスローガンは「獅子奮迅（ししふんじん）～

最高の瞬間を～」です。３年生の関口さんと門脇さんが考えてくれたものです。皆さんには獅子奮迅の

活躍をして、個人やクラスで最高の瞬間を手に入れてほしいと思います。「獅子奮迅」とは、まるで獅

子が猛然と突き進むかのように、困難な状況にも臆することなく立ち向かい、持てる力のすべてを注ぎ

込んで道を切り拓こうと活躍する、力強いエネルギーを表します。 

 

私は、先日、そのエネルギーを早速感じることができました。それは「西中ソーラン」ダンスリーダ

ーオーディションの日でした。「西中ソーラン」は今年で４年目になります。先頭で踊るダンスリーダ

ーは「炎の法被」を着て演技することができます。今年は５１人もの３年生がオーディションに参加し

ました。ダンスリーダーになるには競争率２倍を突破しなければなりません。二人に一人しか合格しな

いという厳しいオーディションとなりました。日々の練習はもちろんですが、当日の朝、朝練をする生

徒の姿もありました。本気で努力してきたからこそ、本番前は皆緊張していて、「緊張する」「吐きそ

う」という声が聞かれました。 

 

曽根原体育委員長の「構え！」という掛け声で皆が一斉に深く構えると、体育館を震わせるような大

きな声と、ダイナミックな演技で体育館がいっぱいになりました。「オーディションにこれだけ必死に

なれるなんて！」胸が熱くなりました。１，２年生にもこの姿を見てもらいたいと思いましたし、これ

はすごい体育祭になると確信しました。 

 

そして、いよいよオーディションの合否発表の日ですが、私が体育館に行ったときはすでに発表は終

わっていて、並び方を決めようとしているところでした。結果が発表されて、まだ気持ちの整理がつか

ず涙ぐんでいる人、声を上げて泣いている人、友達同士で肩をたたいて励まし合っている人など、なぐ

さめの言葉をかけることもできませんでした。泣けるほど一生懸命取り組んだということです。オーデ

ィションにチャレンジした全ての生徒のその勇気と行動力を称えたいと思います。 

 

放課後、清水先生に発表の時の様子を聞いてみました。普通合格したら「やったー」とか「わー」と

か声を上げると思うのですが、残念だった友達のことを思って、誰も声を上げず、しーんとした中で発

表が進んだということでした。誰もが一生懸命やったと互いに認め合っているからこそ、そのような状

況になったのだと思います。３年生の心の成長は素晴らしいですね。３年生を中心として、至上最高の

「西中ソーラン」をつくりあげましょう。 

 

今年は西中創立７０周年という記念すべき年の体育祭です。 

生徒会が「団結賞」も考えてくれています。競技や応援、係の 

仕事、準備や片付けなど、チャレンジすることはたくさんあり 

ます。是非、この体育祭をチャンスとし、何か一つでもいいの 

でチャレンジし、チェンジ・成長してください。「獅子奮迅！」 

持てる力の全てを注ぎ込み、最高の瞬間を味わいましょう。 

加須市立加須西中学校 
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加須西中！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 


